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0人事院 規則16- 3 （災害を受けた職員の
福祉施設） の一部を改正する人事院規則
（人事院16 - 3 - 9 ) 
官斤報告
o 国家試験
5 . 31 
5 . 25 
5 ・25
5 ・ 25
5 . 25 
5 ・31
5 . 24 
が行われた。 昭和63年度国家公務員採用II種試験公告（人事院）










第l 条 この規則は， 富山大学（以下「本学」という。）
の教官等が作成したデー タベース 及びプログラム
（以下 「デー タベース等」という。）に係る権 利の取
扱いに 関する基本 的事項を定め， もって， 本学の教
官等のデー タベース等の作成及び 利用を促進し， 学
術研究の振興に資することを目 的とする。
（定 義）
第 2 条 この規則において 「デー タベース」とは， 文








3 この規則において 「教官等」とは， 学長， 教授，
助教授， 講師及び助手並びに研究活動に 従 事する技
術系職員等をいう。
（デー タベース等著作権委員会）
第3条 本学に， デー タベース等著作権委員会（以下
「委員会」という。）を置く。
2 委員会は， 学長の諮問に応じ， 本学の教官等のデ
ー タベース等に係る著作権の帰属等に関し， 審議す
る。
3 委員会の委員は， 富山大学情報処理セン タ一規則
（昭和59年11月 1 日施行）第7 条に規定する運 営委
員会の委員をもって充てる。
4 委員会に委員 長を置き， 運 営委員会の委員 長をも
って充てる。
第 4 条 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。
2 委員長に事故があるときは， 委員長があらかじめ
指名した委員が その職務を行う。





第 6 条 委員長は， 必要があると認めるときは， 委員
会に委員 以外の者の 出席を求め， その意見を聴くこ
とカfできる。
第 7 条 委員会の庶務は， 主計課において処理する。
第 8 条 本学の教官等がデー タベース等の作成を直接
の目的とする 国立学校特別会計 経費を受けて作成し
たデー タベース 等に係る著作権は， 国に帰属させる
ものとする。





る。 この場合において， 学長は， 民間機 関等の長又
は受託研究の委託者と協議の上， 当該著作権の持分
について適切に定めるものとする。





第 9 条 科学研究費補助金研究成果公開促進費を受け
てデー タベースを作成した本学の教官等は， 国立大
学等（国立の大学， 短期大学及び高等専門学校並び
に 国立大学共同 利用機 関をいう。）の 情 報処理関係
施設等において， 当該デー タベースを複製し， 利用
することを無償で許諾するものとする。
（デー タベース等の届 出）
第10条 本学の教官等は， 第 8 条第1項若しくは第 2
項に規定するデー タベース等又は前条に規定するデ




第11条 学長は， 前条の届 出があったときは， 委員会
の議に基づき， 当該デー タベース等が第 8 条第l項
若しくは第 2項に規定するデー タベース 等又は第 9
条に規定するデー タベースに該 当するか否かの認定
を行うものとする。 この場合において， 学長は， 速
やかに， 当該認定を行うものとする。




第12条 第 8 条第l項若しくは第 2項に規定するデー




等は， 別紙第 2号 様式により， 所属する部局の長を
経由 して， 学長に当該年度末に届け 出るものとする。
（学外者が作成に協力するデー タベース等の取扱い）
第13条 本学の教官等が学外者の協力を得て作成する
デー タベース 等については， あらかじめ 当該協力者










この規則は， 昭和63年 5月 20日から施行する。


















富山大学デー タベース 及びプログラム取扱規則第8条第l項及び第2項（第 9 条）に規定するデー タベース等を






















（和 ・ 英） （略称）
所属部局 職名 氏名
1 ）文献情報（書誌情報を含む。） 1 ）ノ〈ッチプログラム
デー タベース 2 ）会話型プログラム
2 ）ファクトデー タベース 3 ） サブルーチンプログラム
3 ） 図形 ・ 画像情報デー タベース 4 ） その他（具体的に記入する。）
4 ）テ キストデー タベース
5 ） その他 （具体的に記入する。）
文献情報の場合の レコード数 デー タ容量





昭和 年～ 昭和 年
額
（具体的に）
注l 「対象分野」の記入に当たって， l の 3 ）については， 科学研究費補助金の分科 ・細目区分を参考にし
適宜記入すること。
注 2 デー タベース（プログラム）の説明書を添付すること。




富 山 大 学 長 殿
学 報 第295号
デー タベー ス等（変更・更新） 届 出書
昭和 年 月 日
デー タベー ス等作 成者（又は作 成代表者）
所属部局 ・ 職名
氏 名 印




1 ） 国立学校特別会 計経費を受けて作 成1 
（該当する番号にO印を付する。）
2 ） 民間等外部の機関との共同研究又は受託研究により作 成
3 ） 科学研究費補助金 成果公開促進費を受けて作 成





1 ） 文献情報（書誌情報を含む。） 1 ）パッ チプログラム
デー タベー ス 2 ）会話型プログラム
5 種 まE
（該当する番号すべてにO印を付
2 ） ファクトデー タベー ス 3 ）サブルー チンプログラム
3 ） 図形・画像情報デー タベー ス 4 ） その他（具体的に記入する。）
する。） 4 ） テキ ストデー タベー ス
5 ） その他 （具体的に記入する。）
6 デー タベー ス等の概要， 利用
制限の有無等
デー タベー スの規模等
文献情報の場合の レコード数 デー タ容量7 
使用言語 件 MB 
8 プログラムの規模等 使用言語 プログラム本数 行数





10 作 成期 間及び経費 年度
昭和 年～昭和 年
害買
11 今後の更新 計画 （具体的に）
注 変更・更新をした項目の番号にO印を付すること。
- 6 -










(1) 昭和63年度附 属 図書館運 営費について
(2) 大型コレクションの要求について

































































究 科ト学リチウムセンター 教 授
重点領域研 究 理 学 音E II 
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採用 63. 5 . 9 
II 
II 
昇任 63. 6 1 
教 授 永野 弘
II 松浦 郁也
助教授 主I貫 E手
II 萩野 ll't 
II i畢野 雅彦







講 師 神Jll 康子
氏 名
加 藤 隆 司
島 清












































































































学副教授の夏蔚諸氏が， 去る 5月10日（火）から 5月12
日（木）までの間， 学術交流のため本学を訪問した。
夏副教授は， 大井学長を表敬訪問し， 1 時間余り大
学の概要説明を聞きながら和やかに懇談した後， 経 済
学部， 人文学部， 教育学部及び附 属 図書館等の施設見
12日（木）教官との懇談会では， 武経済学部長はじめ
とする経済学部， 理学部及び教養 部の教官らの対応に




昭和6 2年 5月21日 に設置された富山大学地域共同研
究セン ターの建物がこのほど完成したことに伴い， 同






設置されたものであり， 富山テクノポリ ス構想、の 中核
的研究施設として今後の発展が大いに期待される。
完成した同セン ターは， 鉄筋コン クリート造り 2階
建てl ,139m＇， 総工費3億3千3百万円。メカトロニ ク
ス， 電子デバイス， 新素材， バイ オテクノロジー， 人
工知能とシミュレーションの 5 研究分野の施設からな







i畢研究協力室長代読）， 富山県知事 （田 中副知事代読）
及び大和 田富山県経営者協会会長から， 今後の同セン
ターの研究活動を期待する旨の祝辞が寄せられた。 引
き続き， 同セン ターを視察された後， 祝賀会が催され




読） などから， おキ兄いのスピーチがあり， なごやかな
雰囲気の中でセン ターの完成を祝い， 今後の発展が祈
念されました。

























研 fE 課 題 研究代表者 学 外 研 究 者
各種合成樹脂膜による気体の透過 教 授 石井引幸 （白馬プフスチ、ソ クス
機構に関する研究 笹倉 蕎介 工業側）
金属材 料の熱間鍛造における潤滑 教 授 阪井康孝 （日華化学工業（棉）剤の開発 時i峯 貝
精密押出し加工によるねじれ溝の 教 授 後藤健夫 （石川島播磨重工業
成形法の研究 時j畢 貝 （柑）
半導体磁気センサの研究 教 授 横山 充 （北陸電気工業（補）龍山 智栄
高誘電率セフミッ ク誘電体を用い 教 授 横山 充（北陸電気工業側）たE L表示素子の研究 宮下 和雄








材をの目寸的法と精し度た押及び出表用面ダ品イ質ス 教 授 向井俊宏 （JL山ア ルミ ニ ウ ム工
時i畢 貢伊 業側）
セラ ミッ クス薄膜 （金属コーティ 教 授 土肥 貞（立山科学工業側）ング用）の研究 宮下 和雄
インバー タを応用し たアクァィブ 教 授 上野光春 （糊イチカワ）フィ ル タによる波形改善の研究 藤田 宏
F Aシステムの対話型シーケンサ 教 授 能島信行（立山マシン附）ーのプログラ ム開発 米国 政明
酸化物超伝導体の線材化に関する 助教授 藤井康彰（サンエツ金 属（楠）研究 池野 進
ア ルミ容器の塗膜性能分析と その 教 授 赤根正一郎 （武内プレス工業
評価について 字佐美四郎 （欄）
有限要素法による振動系の解析 教 授 安藤英一 （島田理 化工業（捕）加JI! 幸雄
何和63年度客員教授申請プロジェクト研時
半導体超格子の作製と その応用 教 授 客員教授 片山良史龍山 智後 側目立製作所
特殊高性能永久磁石材 料の開発 教 授 客員教授 庚田柴ー佐藤 清雄 松下電器産業側
金属基複合材 料の塑性加工に関す 教 授 客員教授 新井 透
る研究 時j畢 貢 側豊田中央研究所
海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ
古代中国土器を 中心とした中









63. 5. 19 
63. 5. 29 
63. 5. 7 




カニクイ力、エルの幼生の水， 63 . 5 .  7 
理 学 部 助教授 笹山 雄一 タイ
塩及び浸透圧調節の研究 63 . 5 .  21 
外 国 出張
日米 地震学会合同大会及びチ 63 . 5 .  23 
II II 川崎 一朗 アメリカ合衆国 ャyプマンコンファレンス出
席 63 . 6. 9 
ハン方、リー， 西ド 日本・ヨーロッパ比較経営史， 63 . 5 .  24 
海外研修旅行 経済学部 議 師 谷本 雅之 イツ， 連合王国， 経済史研究のための調査・資
オーストリア 料収集及び研究打合せ 63 . 6 .  9 
富山大学低温液化室のヘリウム液化システム更新の紹介
このたび， 富山大学低温液化室のヘリウム液化シス
















今後， 液化ヘリウムの供給を希望される場合は， 1 
回の汲 出し量が10リッ トル以下については， 前日の午












7月10日 以降 企業 等個別訪問開始


















教 授 中藤 康俊
教 授 和久利昌男 （比較経済論）
（応用経営）
教養部




助 手 原 稔
（化 学）
主 要 行 事
本 部l 16 日 昭和63 年度国立大学事務局長会議
（於：学士会館）
5月 2 日 会 計実地検査打合せ会 昭和63 年度第l団体育施設運 営協議会
9 日 学内共通経費所要額要求説明会 16～17 日 第46回東海 ・北陸地区国立学校等庶務部課
全国大学保健管理研究会東海 ・北陸地方部 長会議 （於：三重大学）
会幹事会（於：金沢大学） 1 7 日 第l回入学者選抜方法研究委員会専門委員
10～11日 人事関係事項の説明聴取 会奨学事務説明会 （於；愛知県産 業貿易館）
10～12 日 遼寧大学夏副教授来学 第1 回学園ニュース編集委員会
11 日 就職に関する講演会 第3同学寮補導委員会
定期健康診断（人文学部・理学部） 18 日 昭和63 年度中部地区 人事担 当課長会議
13 日 第2回入学試験管理委員会・第2回 入学者 （於： 人事院中部事務局）
選抜方法研究委員会の合同委員会 定期健康診断（経済学部）
14 日 北陸地区国立大学体育大会運 営協議会 中部地区学生補導厚生研究会
（於：福井大学） （於：石川厚生年金会館）
第2回授 業 料減免選考委員会 19 日 地域共同研究セン タ一開所式， 同祝賀会
第3回補導協議会 総合大学院検討委員会自然科学部会
北陸地区国立学校体育大会運 営協議会 20 日 第2回評議会
（於：福井大学） 昭和63 年度第l回富山大学施設整備委員会
Aせ
昭和63年6月1 B発行 学 報 第295号
第 4凪補導協議会 1 1日 教職科目専門委員会
24日 昭和63年度東 海・北陸地区学生部長会議 教務委員会
（於：名古屋大学） 人事教授会
第 2 回国際交流留学生部会 教授会
26 ～27日 昭和63年度国立学校等経理部課長会議 12～13日 日本教育大学協会学長・学部長等連絡協議
（於：東京医科歯科大学） 会（於：熱 海市）
27日 総合大学院検討委員会 17～18日 附 属小学校教育研究発表会
第 3 回入学試験管理委員会・第 3 回入学者 18日 職業補導委員会
選抜方法研究委員会の合同委員会 19日 附 属教育実践研究指導セン ター運 営委員会
第 5 回補導協議会 19～20日 昭和63年度全国国立大学教員養 成学部事務
30日 第48回国立大学学生部次長協議会 長協議会（於；香川大学）
（於：東京青山会館） 25日 学部自然観察実習セン タ一委員会
31日 本学創立記念日 26日 附 属学校園合同運動会
職員永年勤続表彰 26 ～27日 昭和63年度日本教育大学協会北陸地区会評
昭和63年度（春季）富山地区国立学校 人事担 議員会 （於：新潟市）
当課長会議（於：立山少年自然の家） 日本教育大学協会北陸地区技術・職 業 ・職
昭和63年度国立大学学生部次長・課長会議 業指導部門研究協議会 （於：金沢市）




文 学 部 （於：東京都）
5 月 2日 係長会議
経 済 学 部 ｜6 日 学部教務委員会
係長会議
11日 教授会 5 月 6 日 学部将来構想検討委員会
学生定期 健康診断 9 日 学部施設整備委員会
12日 学部補導委員会（持ち回り） 11日 学部教務委員会
18日 学部補導委員会（持ち 回り） 学部入学方法検討委員会
各コース対抗ソフトボール大会 教授会
19～20日 15大学 人文系学部長会議（於：三重大学） 17日 学部将来構想検討委員会





20日 学部教務委員会 （持ち 回り）
23 B 学部施設整備委員会
5 月 2日 情報教育課程設置準備委員会 25日 学部就職説明会
6 日 情報教育課程設置準備委員会 26 ～27日 昭和63年度春季国立11大学経済・経 営学部
9 日 附 属学校運 営委員会 長及び 事務長会議 （於：和 歌山市）















19～20日 国立15大学理学部長会議（ II 
25日 真率会役員会



























24日 昭和63年度国立大学附 属 図書館事務部 課長
会議（於：東京医科歯科大学）
保健管理センター｜
5 月11日 定期健康診断（人文学部・理学部 3' 4 年
生、 大学院生）
18日 定期健康診断（経済学部 3, 4 年生， 専攻
科生）
19日 定期胸部 X線間接撮影（ 各学部 女子学生）
20日 定期胸部 X線間接撮影（ 各学部 女子学生）
23日 定期胸部 X線間接撮影（ 各学部 女子学生）
24日 定期胸部 X線間接撮影（ 各学部 男子学生）
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資 料
－産業別 昭和62年度卒業生就職状況 （昭和63年 5月 1 日 現在）
五ト＼三f
人文学部 教育学部 経済学部 理 学 部 工 学 部 l口I.. 計
農 林 漁 業 3 3 
鉱 業
建 設 業 2 2 10 1 5 20 
食料品 ・ たは‘こ 製造業 2 4 5 11 
繊 維 工 業 2 6 8 
衣服・ その他の繊維製品
出版 ・ 印刷同 関 連産 業 8 4 3 2 17 
製 化 寸A且．ー 工 業 5 5 13 8 31 
石油 製品 ・ 石炭 製品
鉄 富岡 業 3 2 5 
1、E旦r. 非 鉄金 属 製造 業 3 2 9 14 
金 属 製 品 製造業 3 19 22 
一 般 機 械 器 具 1 3 5 21 30 
業 電 気 機 械 器 具 2 3 6 73 84 
輸送用 機械器 具 3 24 27 
精 密 機 械 器 具 3 5 8 
そ の 他 の 製造業 4 9 4 21 38 
計 24 5 37 34 195 295 
卸売
在日 'le 業 3 9 8 20 
売 業 18 3 15 1 4 41 
言十 21 3 24 1 12 61 







証券業 ・ 商品 取 引業 2 15 17 
保 険 業 1 10 1 12 
その他の金融・保険 業 19 19 
計 3 1 61 2 67 




運 輸 業 10 3 13 
通 業 6 1 4 11 
言十 16 1 7 24 
電 気 ・ カ、、ス ・ 水 道 業 3 6 6 15 
サ 医 療 保 健 業 2 1 3 
ビ 法 務 1 1 2 
ス
業 刃’±て・ 教 1 1 
司’a
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サ 非 営 利 的 団 体 2 3 6 ’情 報 処 理 14 12 23 29 19 97 
ビ
ス そ の 他 の サービス 業 17 6 11 1 35 
業 計 34 22 39 29 20 144 
教 育 29 147 1 23 200 
/}., 、
国 家 事 務 5 3 14 2 24 
地 方 事 務 10 6 35 3 1 55 
務 計 15 9 49 5 1 79 
上記 以 外 の も グ〉 4 6 10 









41 13 132 49 196 431 
規模職別就先






数下 ) 10 7 7 3 4 31 
i入r: 業 以 外 44 161 50 30 3 288 
－地域別
読ぞと
北海道 東 北 関 東
中 吉日
畿 中 国 国 海 外
富山県 その他
近 四 九 州 合 計
人文学部 1 2 15 71 33 9 131 
教育学部 8 150 30 1 189 
経済学部 1 1 57 94 83 11 1 1 249 
理 学 部 1 24 34 38 4 2 103 
工 学 部 55 80 76 35 2 248 
メ口入 計 3 3 159 429 260 59 5 2 920 
ーーーーーーーーー，， ，・ー， ー，，『－－－ 司F’ F・．，，．．．．・・・・・・・ー・．．．・・・・・・・・．．．．・・・・・・・・．．”・． －－””F”『ーーー『司・ーーー－－司F F’F 司 - ’ - ・・ ． ． ． ． ， ． ． ・・・・・・・・．．．．・・・』・ー・・・・ーーーa，ーーーーーー－ーーーー ーーーー・・・ー・・・ー．








富山市五福3 1 9 0 
あけぼの企画株式会社
富山市住吉町1丁目5-18
電話（24) 1 7 5 5間
日U
